
Nカフェのシンボルマーク

日 本 歯 科 大 学 新 聞2019年（平成31年）２月２８日（１） 第６５５号

佐
野
新
潟
短
大
学
長

逝
去

辞
　
　
令

N認知症カフェ歯科大学初の
新潟オープン

　
本
学
で
は
昨
年
12
月
、
新

潟
生
命
歯
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス

内
に
、
認
知
症
カ
フ
ェ
「
Ｎ

カ
フ
ェ
・
ア
ン
グ
ル
」
を

オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
厚
生
労
働
省
が
２
０
１
５

年
に
関
係
省
庁
と
共
同
で

策
定
し
た
新
オ
レ
ン
ジ
プ

ラ
ン
に
は
、「
認
知
症
の
人

の
介
護
者
へ
の
支
援
」
が

組
み
込
ま
れ
、「
認
知
症
カ

フ
ェ
等
」
の
推
進
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
歯
科
大
学
と
し

て
は
、
認
知
症
に
関
す
る
研

究
と
学
生
教
育
は
必
須
で
あ

り
、
歯
科
医
師
の
認
知
症
対

応
能
力
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
本
学
で
は
認
知
症
カ

フ
ェ
開
設
の
準
備
を
進
め
て

き
た
。

　
カ
フ
ェ
は
、
昨
年
12
月
９

日
に
第
一
回
を
開
き
、
つ
づ

い
て
本
年
１
月
27
日
、
２
月

16
日
の
日
曜
日
に
、
午
前
９

時
か
ら
12
時
ま
で
「
開
店
」

し
た
。
参
加
費
は
無
料
で
、

今
後
も
月
一
回
程
度
の
開
催

を
予
定
し
て
い
る
。
店
名
の

「
Ｎ
・
カ
フ
ェ
・
ア
ン
グ

ル
」
の
Ｎ
は
、
認
知
症
の
略

で
、
ア
ン
グ
ル
は
歯
科
矯
正

学
の
先
達
Ｅ
・
Ｈ
・
ア
ン
グ

ル
か
ら
名
づ
け
た
。
以
前
講

堂
脇
で
営
業
し
て
い
た
喫
茶

室
の
店
名
で
も
あ
っ
た
が
、

旧
喫
茶
室
を
改
修
し
、
認
知

症
カ
フ
ェ
と
し
て
オ
ー
プ
ン

し
た
。

　
カ
フ
ェ
開
店
日
に
は
、
患

者
さ
ん
や
家
族
の
方
々
、
歯

科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
、
看

護
師
、
栄
養
士
、
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
、
コ
ー

ヒ
ー
や
お
茶
を
飲
み
な
が
ら

コ
ー
ス
タ
ー
作
り
や
お
菓
子

作
り
、
書
道
な
ど
を
楽
し
ん

だ
。
毎
回
、
異
な
っ
た
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
て
い
る
。

　
認
知
症
カ
フ
ェ
は
２
０
１
５

年
末
で
、
全
国
に
６
０
０
カ

所
以
上
、
新
潟
市
内
に
も
13

カ
所
開
設
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。
し
か
し
、
全
国
の
歯
科

大
学
・
歯
学
部
で
認
知
症
カ

フ
ェ
を
併
設
し
た
の
は
、
本

学
が
初
め
て
と
な
る
。
新
潟

生
命
歯
学
部
で
は
、
全
学
生

に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
を
実
施
し
、
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
た
。

　
最
近
で
は
高
齢
者
と
の
同

居
経
験
の
な
い
学
生
が
多
い

た
め
、
認
知
症
患
者
と
の
接

遇
体
験
を
通
し
て
、
高
齢
者

診
療
に
対
応
で
き
る
下
地
作

り
を
め
ざ
し
て
い
る
。
ま
た

養
成
講
座
を
修
了
し
た
学
生

に
は
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を

配
付
す
る
。

　
Ｎ
カ
フ
ェ
・
ア
ン
グ
ル
の

オ
ー
プ
ン
は
、
地
元
紙
『
新

潟
日
報
』
や
全
国
紙
の
地
域

版
で
も
幾
度
か
取
り
あ
げ
ら

れ
た
。
カ
フ
ェ
店
長
を
務
め

る
新
潟
病
院
訪
問
歯
科
口
腔

ケ
ア
科
の
赤
泊
圭
太
助
教

は
、
地
元
メ
デ
イ
ア
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
、「
認
知

症
患
者
や
高
齢
者
と
接
す
る

こ
と
で
、
学
生
に
も
い
い
経

験
に
な
る
。
専
門
を
生
か
し

た
支
援
も
で
き
る
の
で
、
患

者
さ
ん
や
地
域
の
人
の『
憩
い

の
場
』に
な
れ
ば
」と
話
し
た
。

　
ア
ン
グ
ル
の
改
修
に
あ
た

り
、
入
口
脇
を
ス
ロ
ー
プ
に

し
て
手
す
り
を
つ
け
、
扉
は

引
き
戸
に
し
た
。
店
内
に
は

車
椅
子
対
応
ト
イ
レ
を
設

置
し
た
。
ま
た
ミ
ニ
レ
ク

チ
ャ
ー
や
学
生
教
育
用
の
移

動
式
ス
ク
リ
ー
ン
、
介
護
食

料
理
教
室
・
認
知
症
レ
ス
ト

ラ
ン
の
た
め
の
ア
イ
ス
ラ
ン

ド
キ
ッ
チ
ン
、
音
響
設
備
、

オ
ル
ガ
ン
な
ど
を
新
た
に
設

置
し
た
。

　
企
画
や
実
務
、
学
生
指
導

は
吉
岡
裕
雄
講
師
と
赤
泊
圭

太
助
教
、
事
務
局
は
神
田
明

看
護
師
、
調
理
指
導
は
近
藤

さ
つ
き
管
理
栄
養
士
が
担
当

す
る
。
ま
た
１
年
～
２
年
生

約
10
名
の
訪
問
歯
科
グ
ル
ン

ド
、
学
部
・
短
大
学
生
、
専

攻
科
生
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
、
カ
フ
ェ
店
員
と
し
て

運
営
に
あ
た
る
。

※
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
で

は
、
認
知
症
の
人
を
介
護
す

る
人
へ
の
支
援
も
、
基
本
的

な
考
え
方
に
取
り
入
れ
た
。

地
域
の
人
や
専
門
家
と
相
互

に
情
報
を
共
有
し
、
お
互
い

を
理
解
し
合
う
認
知
症
カ

フ
ェ
等
の
設
置
を
推
進
し
、

生
活
と
介
護
の
両
立
を
支
援

す
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。

※
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
は
、
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
受
講
し
、
認
知
症
の
方
や

そ
の
家
族
を
支
援
す
る
た
め

に
、
正
し
い
知
識
を
身
に
つ

け
た
人
に
渡
さ
れ
る
目
印

で
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
ブ
レ
ス

レ
ッ
ト
で
あ
る
。

　
嚥
下
が
困
難
な
高
齢
者
の

食
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、

食
物
へ
の
添
加
物
と
し
て

「
と
ろ
み
材
」が
使
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
た
び
、
日
本
初
の

新
機
能
「
と
ろ
み
ボ
タ
ン
」

付
き
の
カ
ッ
プ
式
自
動
販
売

機
が
開
発
さ
れ
た
。

　
こ
の
自
販
機
は
、
㈱
ア

ペ
ッ
ク
ス
と
ニ
ュ
ー
ト
リ
ー

多
摩
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

「
と
ろ
み
ボ
タ
ン
」付
き

　
自
動
販
売
機
を
設
置

㈱
の
共
同
開
発
に
よ
る
も

の
で
、
ト
ラ
イ
ア
ル
と
し
て

２
０
１
８
年
10
月
か
ら
全

国
の
病
院
施
設
が
導
入
を
開

始
し
た
。
本
学
で
も
先
が
け

て
、
東
小
金
井
の
口
腔
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
多
摩
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
設
置
し
た
。

　「
と
ろ
み
ボ
タ
ン
」
付
き

カ
ッ
プ
式
自
動
販
売
機
は
、

高
齢
者
な
ど
へ
の
嚥
下
補
助

を
目
的
に
開
発
さ
れ
た
製
品

で
、
医
療
機
関
で
使
わ
れ
る

専
用
の
と
ろ
み
材
「
ソ
フ

テ
ィ
ア
Ｓ
」
を
使
用
し
、
と

ろ
み
を
つ
け
る
た
め
の
撹
拌

作
業
を
自
動
化
し
た
。
嚥
下

機
能
に
応
じ
て
、
薄
い
と
ろ

み
、
中
間
の
と
ろ
み
、
濃
い

と
ろ
み
の
三
段
階
か
ら
選
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。

　
同
自
販
機
は
、
病
院
へ

の
導
入
を
皮
切
り
に
、

２
０
２
１
年
に
は
サ
ー
ビ
ス

付
き
高
齢
者
住
宅
や
有
料
老

人
ホ
ー
ム
等
、
高
齢
者
施
設

に
２
万
台
の
設
置
を
計
画
し

て
い
る
と
い
う
。

　
日
本
歯
科
大
学
新
潟
短
期

大
学
学
長
で
、
新
潟
生
命
歯

学
部
歯
科
麻
酔
学
講
座
の
佐

野
公
人
教
授
は
、

２
０
１
８
年
12
月
16

日
に
逝
去
さ
れ
た
。

享
年
65
。

　

佐

野

教

授

は

１
９
５
４
年
（
昭

和

29
）
２
月
生
。

１
９
７
２
年
（
昭
和

47
）
４
月
に
開
校
し

た
新
潟
歯
学
部
に
第
一
期
生

と
し
て
入
学
し
、
１
９
７
８

年
３
月
卒
業
（
第
67
回
卒
）。

同
年
６
月
新
潟
歯
学
部
歯
科

麻
酔
学
教
室
助
手
等
を
経

て
、
２
０
０
２
年
４
月
新

潟
歯
学
部
附
属
病
院
歯
科
麻

酔
科
教
授
、
０
８
年
新
潟
生

命
歯
学
部
歯
科
麻
酔
学
講
座

教
授
に
就
任
し
、
図
書
館
長

な
ど
を
歴
任
し
た
。
１
７
年

（
平
成
29
）４
月
か
ら
は
、新

潟
短
期
大
学
学
長
を
務
め
た
。

　
２
０
１
９
年
１
月
27
日
に

新
潟
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
た
偲
ぶ
会
に
は
、
中

原
泉
理
事
長
・
学
長
は
じ
め
、

本
学
関
係
者
や
学
会
、
友
人

な
ど
４
５
０
名
が
参
列
し
た
。

　
日
本
歯
科
大
学
校
友
会
元

会
長
で
、
同
会
名
誉
会
員
の

朝
比
奈
敏
行
先
生
は
、
昨
年

２
０
１
８
年
９
月
29
日
に
逝

去
さ
れ
た
。
享
年
94
。
朝
比

奈
先
生
は
１
９
４
８
年
（
昭

和
23
）
本
学
卒
業
（
第
37
回

卒
）、
日
本
歯
科
大
学
新
聞

元
校
友
会
長

朝
比
奈
敏
行
先
生
逝
去

東
京
・
本
館
で
火
災

す
ぐ
に
消
火
す
る

の
初
代
編
集
長
と
し
て
本
紙

発
行
に
尽
力
さ
れ
た
。

助
　
　
教�

深
田
　
哲
也

生
命
歯
学
部
薬
理
学
講
座
に

配
置
換
を
命
ず
る
（
生
命
歯

学
部
共
同
利
用
セ
ン
タ
ー
）

助
　
　
教�

小
林
　
朋
子

生
命
歯
学
部
共
同
利
用
セ
ン

タ
ー
に
配
置
換
を
命
ず
る

（
生
命
歯
学
部
薬
理
学
講
座
）

平
成
30
年
12
月
１
日
　
本
学

歯
学
博
士�

佐
野
　
公
人

名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
す
る

平
成
30
年
12
月
16
日
　
本
学

主

事

補�

谷
村
　
龍
三

経
理
部
に
配
置
換
を
命
ず
る

（
生
命
歯
学
部
用
度
営
繕
部
）

経
理
部
長
に
任
命
す
る

主

事

補�

北
見
　
公
一

用
度
営
繕
部
長
に
任
命
す
る

（
生
命
歯
学
部
用
度
営
繕
部
）

平
成
31
年
１
月
１
日
　
本
学

歯
学
博
士�

関
本
　
恒
夫

名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
す
る

特
任
教
授
を
委
嘱
す
る
（
新

潟
生
命
歯
学
部
）

平
成
31
年
２
月
１
日
　
本
学

訃
　
　
報

　
２
０
１
９
年
（
平
成
31
）

１
月
29
日
午
前
８
時
35
分

頃
、
本
学
生
命
歯
学
部
共
同

利
用
研
究
セ
ン
タ
ー
内
で
出

火
し
た
。
本
館
地
下
の
同
セ

ン
タ
ー
に
は
、
放
射
性
物
質

を
取
り
扱
う
施
設
が
あ
る

が
、
火
災
は
す
ぐ
に
消
火
さ

れ
、
放
射
線
の
漏
洩
も
な
い

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
生
命
歯
学
部
で
は
、
同
日

午
後
、た
だ
ち
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
更
新
し
、「
関
係
各
位
な

ら
び
に
近
隣
の
皆
様
方
に
、

ご
迷
惑
と
ご
心
配
を
お
か
け

し
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
」
と
謝

罪
し
、
火
災
事
故
の
発
生
か

ら
鎮
火
ま
で
の
経
緯
に
つ
い

て
、次
の
よ
う
に
報
告
し
た
。

　「
共
同
利
用
研
究
セ
ン

タ
ー
内
設
置
の
排
気
装
置
で

本
学
教
員
が
揮
発
性
物
質
を

使
用
す
る
作
業
を
行
っ
て
い

た
際
、
排
気
装
置
の
電
源
切

替
時
の
放
電
に
よ
り
引
火

し
、
当
該
教
員
は
手
や
顔
に

軽
傷
を
負
い
ま
し
た
。
火
は

す
ぐ
に
消
火
し
た
も
の
の
、

天
井
と
壁
面
の
一
部
が
破
損

し
ま
し
た
。
消
防
と
警
察
に

よ
る
現
地
調
査
が
行
わ
れ
、

安
全
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。」

故人が愛した青い海・サーフィンをモチーフにした祭壇、
遺影に語りかける「偲ぶ会」発起人代表の山口晃新潟病院長

エプロン姿の学生たちと店長の赤泊助教（後列右から２人目）
サポートする歯科医師、歯科衛生士、看護師、管理栄養士

毎回イベントを考え、患者さんや家族の方たちと交歓

逝去後、新潟生命歯学部本館
ロビーには遺影が置かれた



日 本 歯 科 大 学 新 聞 （ 2）第６５５号2019年（平成31年）２月２８日

入学試験を施行2019年
平成31年

医
療
連
携
学
術
講
演
会

試
験
開
始
前
、担
当
者
か
ら

注
意
事
項
を
聞
く
受
験
生
た
ち

懇
親
会
で
は
演
者
へ
の

質
問
が
相
次
い
だ

２
０
１
９
年
度
（
平
成
31
）
の
日
本
歯
科
大
学
入
学
試
験
は
、
１
月
中

旬
の
セ
ン
タ
ー
試
験
と
２
月
初
旬
の
本
学
試
験
を
も
っ
て
東
京
で
施

行
し
、両
学
部
の
合
格
者
を
発
表
し
た
。本
年
も
同
一
試
験
日
に
、生
命

歯
学
部
と
新
潟
生
命
歯
学
部
と
の
受
験
と
併
願
が
可
能
な
「
全
学
部

入
試
」を
実
施
し
た
。あ
わ
せ
て
、東
京
短
期
大
学
と
新
潟
短
期
大
学
の

入
学
試
験
が
行
わ
れ
た
。

 

両
学
部
の
合
格
者
発
表

　
　
　

東
京
短
大
、
新
潟
短
大
の
入
学
試
験
も

　
２
０
１
９
年
度
の
入
学
試

験
は
例
年
の
よ
う
に
、
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
利
用
入
学
試

験
と
、
本
学
で
実
施
す
る
一

般
選
抜
試
験
の
２
本
立
て
で

行
わ
れ
た
。

　
本
学
で
は
本
年
も
、
同
一

試
験
日
に
両
学
部
の
受
験
と

併
願
が
可
能
な
「
全
学
部

入
試
」
を
一
般
選
抜
と
セ
ン

タ
ー
利
用
入
試
で
実
施
し
た
。

　
一
般
選
抜
入
学
試
験
の
前

期
試
験
は
、
生
命
歯
学
部

（
東
京
）
に
お
い
て
英
語

Ⅰ
・
Ⅱ
一
科
目
、
国
語
・
数

学
の
う
ち
か
ら
１
科
目
、
理

科
（
物
理
・
化
学
・
生
物
の

う
ち
か
ら
選
択
）
１
科
目
、

計
３
科
目
の
学
力
試
験
、
な

ら
び
に
面
接
試
験
を
２
月
１

日
に
実
施
し
、
４
日
に
合
格

者
を
発
表
し
た
。

　
セ
ン
タ
ー
利
用
前
期
入
学

試
験
は
、
本
学
が
指
定
し
た

科
目
（
２
０
１
５
年
度
か
ら

外
国
語
は
英
語
が
必
須
）
の

受
験
者
に
対
し
て
、
２
月
５

日
に
生
命
歯
学
部
に
お
い
て

面
接
試
験
を
実
施
し
、
７
日

に
合
格
者
を
発
表
し
た
。

　
一
般
選
抜
、
セ
ン
タ
ー
利

用
入
学
試
験
と
も
両
学
部
の

合
格
者
は
、
そ
の
受
験
番
号

を
生
命
歯
学
部
本
館
一
階
の

メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
に
掲
示

す
る
と
と
も
に
、
本
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
た
。

　
追
っ
て
一
般
選
抜
後
期
入

学
試
験
（
学
力
・
面
接
）
と

セ
ン
タ
ー
利
用
後
期
入
学
試

験
（
面
接
）
は
、
い
ず
れ
も

３
月
３
日
に
生
命
歯
学
部

（
東
京
）
に
お
い
て
「
全
学

部
入
試
」
を
以
て
実
施
し
、

３
月
５
日
に
合
格
者
を
発
表

し
た
。

　
　
　*

　
東
京
短
期
大
学
歯
科
技
工

学
科
と
歯
科
衛
生
学
科
の
一

般
Ａ
入
学
試
験
は
、
２
月
10

日
に
学
力
試
験
と
面
接
試
験

を
実
施
し
た
。
一
般
Ｂ
入
学

試
験
は
、
３
月
９
日
に
小
論

文
と
面
接
試
験
を
、
歯
科
技

工
学
科
の
一
般
Ｃ
入
学
試
験

は
３
月
20
日
に
面
接
試
験
を

実
施
し
た
。

　
新
潟
短
期
大
学
歯
科
衛
生

学
科
で
は
、
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
利
用
入
学
試
験
を
２
月

３
日
に
、
一
般
選
抜
前
期
入

学
試
験
を
３
月
16
日
に
実
施

し
た
。

NDU Open Campus 2019
受験者はもちろん、どなたでも参加できます

◇生命歯学部
7/21(日・通常)、7/24(水・多摩クリニック見学)、

8/ 8 (木・入試対策)、8/24(土・模擬授業)、

9/29(日・附属病院見学)、10/26～27(土・日・通常・富士見祭)

◇新潟生命歯学部
6/ 8 (土・浜浦祭)、7/6(土)、7/24(水)、8/6(火)、8/24(土)、9/28(土）

10：30受付、11：20開始、16：00終了

新潟生命歯学部で実施するＡＯ入試の受験には、オープンキャンパスへの

参加が必須です（前年度の参加も可）。

◇東京短期大学（会場は九段ホールと東京短大）
7 /23(火)、7/25(木)、7/26(金）、8/23（金）、

10/26～27（土・日・富士見祭）、12/23（月）

※7/25、7/26、10/26～27は午前（10：00～）、午後（13：30～）の

２回開催、7/23、8/23、12/23は午後13：30のみ。

※5/12（日）に日曜相談会、10/26～27の富士見祭では職業体験会

が開かれます。

◇新潟短期大学
5/19(日)、6/8(土・浜浦祭)、7/20(土)、8/1(木)、8/22(木)、10/12(土）

12：30受付、13：00開始、16：00終了、8/22は15：30終了

※歯科衛生士の仕事や女子力UPの授業・講義が体験できます。

　
昨
年
９
月
13
日
（
木
）
と

11
月
18
日
（
日
）
に
、
飯
田

橋
駅
前
の
附
属
病
院
に
お
い

て
医
療
連
携
学
術
講
演
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　
９
月
の
第
１
回
講
演
会
で

は
、
１
６
０
名
の
定
員
が
事

前
受
付
で
す
ぐ
に
満
員
と
な

り
、
最
終
的
に
３
５
０
名
の

申
し
込
み
が
あ
っ
た
た
め
、

会
場
を
富
士
見
ホ
ー
ル
へ
変

更
し
て
開
催
し
た
。
当
日
の

講
演
は
次
の
通
り
。

①
「
見
逃
し
が
ち
な
パ
ノ
ラ

マ
エ
ッ
ク
ス
線
像
」
岩
田
洋

准
教
授
（
放
射
線
・
口
腔
病

理
診
断
科
）

②
「
知
ら
な
い
と
怖
い
局
所

麻
酔
の
話
」
塩
谷
伊
毅
講
師

（
歯
科
麻
酔
・
全
身
管
理
科
）

③
「
ち
ょ
っ
と
待
っ
た
！
そ

の
抜
歯
ハ
マ
っ
ち
ゃ
う
か
も

よ
」
岡
村
尚
助
教
（
歯
科
口

腔
外
科
）

④
「
歯
内
療
法
を
行
う
か
？

行
わ
な
い
ほ
う
が
良
い
か
？

の
判
断
は
如
何
に
」
北
村
和

夫
教
授
（
総
合
診
療
科
１
）

⑤
「
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠

の
接
着
は
何
故
大
切
な
の

か
？
」
山
瀬
勝
准
教
授
（
総

合
診
療
科
２
）

　
参
加
者
か
ら
は
短
時
間
で

様
々
な
分
野
の
話
が
聞
け
て

良
か
っ
た
と
好
評
だ
っ
た
。

学
術
講
演
会
終
了
後
に
は
、

展
示
ホ
ー
ル
で
演
者
や
各
診

療
科
の
先
生
方
と
の
懇
親
会

が
あ
り
、
親
睦
を
深
め
た
。

　
第
２
回
講
演
会
は
、
11
月

18
日
の
午
前
10
時
か
ら
附
属

病
院
牛
込
ホ
ー
ル
で
開
催
し

た
。「
治
療
後
の
良
好
な
維

持
・
安
定
を
考
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
、
①
「
長
期
的
な

維
持
安
定
を
考
慮
し
た
歯
周

外
科
治
療
と
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

治
療
」
多
保
　
学
（
た
ぼ
歯

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）、
②
「
見

直
そ
う
！
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス

の
重
要
性

－

歯
周
治
療
と
イ

ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
の
後

－

」

関
野
愉
（
歯
周
病
学
講
座
）

の
２
演
題
だ
っ
た
。
日
曜
日

の
午
前
中
だ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
80
名
の
参
加
者
で

講
演
終
了
後
に
は
活
発
な
討

論
が
交
さ
れ
た
。

　
医
療
連
携
学
術
講
演
会
は

患
者
紹
介
の
実
績
が
あ
る
施

設
を
対
象
に
、
附
属
病
院
と

の
連
携
を
深
め
る
た
め
に
開

催
し
て
い
る
。
附
属
病
院
医

療
連
携
室
で
は
、
今
後
も
興

味
深
い
講
演
会
や
イ
ベ
ン
ト

で
、医
療
連
携
の
さ
ら
な
る
活

性
化
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
。

（
附
属
病
院
　
医
療
連
携
室

室
長
　
小
川
智
久
）

　
日
本
歯
科
大
学
運
動
部
の

歴
史
は
古
く
、
専
門
学
校

時
代
は
箱
根
駅
伝
に
17
回

出
場
し
た
。
昭
和
40
年
代
に

は
体
育
会
は
な
く
、
学
生

会
の
下
に
文
化
部
と
体
育

部
が
あ
っ
た
。
昭
和
44
年

（
１
９
６
９
）
に
、
椋
木
浩

治
先
生
（
第
60
回
卒
）
が
、

組
織
改
革
を
行
い
、
体
育
部

か
ら
体
育
会
に
改
称
し
た
。

　
設
立
50
年
を
迎
え
る
本
年

２
０
１
９
年
は
平
成
最
後
の

年
で
あ
り
、
ま
た
飯
田
橋
駅

前
の
体
育
館
が
開
館
し
て
50

年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
祝
賀

会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
開
催
日
時
は
、
４
月
20
日

（
土
）
午
後
６
時
よ
り
、
会

場
は
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
エ
ド
モ
ン
ト
「
悠
久
の

間
」
で
、
体
育
会
の
出
身
者

だ
け
で
な
く
、
在
学
中
に
各

ク
ラ
ブ
に
在
籍
し
た
卒
業
生

に
も
ひ
ろ
く
呼
び
か
け
て
い

る
。
会
費
は
１
万
５
千
円
。

発
起
人
代
表

：

椋
木
浩
治

（
第
60
回
卒
）、実
行
委
員
長

：

藤
井
重
壽
（
第
62
回
卒
）、実

行
副
委
員
長

：

丸
山
進
一
郎

（
第
66
回
卒
）、
石
垣
佳
希

（
第
79
回
卒
）
の
各
先
生
。

※
記
念
祝
賀
会
の
詳
細
は

『
校
友
会
・
歯
学
会
会
報
』

44
巻
３
号
、
Ｐ
．30
に
掲
載
。

４
月
に
体
育
会
設
立

50
周
年
記
念
祝
賀
会

350名余の受講者であふれた富士見ホール

『新建築』誌の表紙を飾った
東京の体育館（1970年３月号）

附
属
病
院



（３） 　　　第６５５号日 本 歯 科 大 学 新 聞2019年（平成31年）２月２８日

中
山
医
学
大
学
と
の
交
換
学
生

　
姉
妹
校
で
あ
る
台
湾
の
中

山
医
学
大
学（
Ｃ
Ｕ
Ｍ
Ｕ)

と

の
交
換
学
生
は
、
本
年
で
４

回
目
と
な
る
。

　
本
学
で
は
、
２
０
１
８
年

の
３
月
３
日
か
ら
17
日
ま

で
、
両
学
部
の
学
生
４
名
を

派
遣
し
た
。
中
山
医
学
大
学

で
は
学
内
の
諸
施
設
で
見
学

と
研
修
を
行
い
、
休
日
に
は

台
湾
の
景
勝
地
を
観
光
し

た
。

　
中
山
医
学
大
学
の
一
行

は
、
10
月
１
日
に
来
日
し
、

新
潟
生
命
歯
学
部
で
３
週

間
、
東
京
の
生
命
歯
学
部
で

１
週
間
に
わ
た
り
研
修
し
た
。

　
新
潟
生
命
歯
学
部
と
新
潟

病
院
で
は
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
策
定
し
、
総
合
診
療
科

を
は
じ
め
病
院
の
各
科
で

最
先
端
の
歯
科
医
学
を
学

ん
だ
。　
学
生
た
ち
は
研
修

中
、
担
当
教
員
や
医
員
に
熱

心
に
質
問
し
、
丹
念
に
ノ
ー

ト
を
と
っ
て
い
た
。
休
日
に

は
新
潟
市
内
を
観
光
、
教
職

員
ら
と
も
交
流
を
図
っ
た
。

　
10
月
21
日
に
は
東
京
に
向

い
、
翌
日
は
沼
部
幸
博
生
命

歯
学
部
長
と
面
会
、
生
命
歯

学
部
で
は
、
本
学
の
生
命
歯

学
研
究
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。
ま
た
次
の
日
は
豊
洲

の
モ
リ
タ
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

で
、
最
新
の
歯
科
器
械
・
器

具
を
手
に
と
っ
た
。

　
附
属
病
院
で
は
、
院
内
の

各
科
を
見
学
し
た
翌
日
、
東

小
金
井
の
多
摩
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
実
際
を
学
ん
だ
。
東
京

で
は
見
学
や
研
修
の
合
間
に

豊
洲
や
原
宿
、
表
参
道
を
歩

き
、
海
外
で
大
人
気
の
日
本

の
若
者
文
化
に
も
ふ
れ
た
。

　
10
月
27
日
に
成
田
か
ら
帰

路
に
つ
い
た
中
山
医
学
大
学

の
学
生
た
ち
は
帰
国
後
、新
潟

病
院
で
の
研
修
体
験
レ
ポ
ー

ト
を
各
自
が
ま
と
め
、
新
潟

生
命
歯
学
部
に
送
ら
れ
た
。

【
中
山
医
学
大
学
へ
派
遣
】

生
命
歯
学
部�

中
山
理
賀

　
　
　
　
　
　
　
松
原
　
萌

新
潟
生
命
歯
学
部
　

　
　
　
　
　
　
猪
子
　
修
平

　
　
　
　
　
　
加
藤
佑
佳
子

【
中
山
医
学
大
学
研
修
学
生
】

M
s.Lun-W

en�chang
M
r.Yu-Sheng�Chen
M
s.W
ing-Sze�Liu

M
s.Yan-Yi�Liu
M
r.H
an-Yu�Tsai

M
r.Tsung-Chieh�W

ang

2019年度
歯学会大会のご案内

2019年度日本歯科大学歯学会大会・総会を以下の通り開催

いたします。皆さまのご参加を心よりお待ちしております。

●日時：2019年６月８日(土) 11：00～16：30（予定）

●会場：生命歯学部本館富士見ホール・１階ホール

■メインテーマ『研究成果と臨床応用』

◆基調講演

「臨床研究方法について」（仮題）
　　　岩渕博史先生（神奈川歯科大学大学院顎顔面外科学分野）

◆シンポジウム

　　　座長：生命歯学部歯科麻酔学講座：篠原健一郎
　　　演者：生命歯学部補綴学第１講座：小見野 真梨恵
　　　　　　生命歯学部補綴学第２講座：新妻瑛紀
　　　　　　生命歯学部歯科麻酔学講座：筒井友花子

◆学術研究奨励賞受賞講演

◆一般演題（ポスター発表）

　　　大会長：砂田勝久（生命歯学部歯科麻酔学講座教授）

　準備委員長：篠原健一郎（生命歯学部歯科麻酔学講座講師）

　問い合わせ：Tel 03(3261)2480 
　　　　　　　Ｅメール：katsu.sunada@nifty.com

　
東
京
の
附
属
病
院
で
は
、

１
階
患
者
待
合
ロ
ビ
ー
の
ソ

フ
ァ
ー
の
老
朽
化
が
進
ん
だ

た
め
、
昨
年
12
月
末
に
新
製

品
に
入
れ
替
え
た
（
写
真
）。

　
待
合
ロ
ビ
ー
の
ソ
フ
ァ
ー

の
ほ
と
ん
ど
が
、
１
９
８
８

年
の
病
院
開
設
時
か
ら
30
数

年
間
使
用
し
て
き
た
。
今
回

入
れ
替
え
た
ソ
フ
ァ
ー
の
特

徴
は
、
高
齢
化
社
会
を
見
据

え
て
温
か
さ
や
快
適
性
を
重

視
し
た
。
立
ち
上
が
り
が
楽

に
な
る
肘
掛
付
き
ソ
フ
ァ
ー

を
多
く
設
置
し
、
何
よ
り
も

家
具
調
で
や
さ
し
い
雰
囲
気

の
配
色
に
し
た
。
ま
た
、
震

災
時
に
ベ
ッ
ド
と
し
て
利
用

で
き
る
、
ベ
ン
チ
ベ
ッ
ド
タ

イ
プ
の
ソ
フ
ァ
ー
も
配
置
し

た
。

　
本
年
度
は
１
階
ロ
ビ
ー
を

対
象
と
し
た
が
、
毎
年
度

各
診
療
科
の
患
者
待
合
ソ

フ
ァ
ー
を
入
れ
替
え
て
い
く

計
画
で
あ
る
。

（
附
属
病
院
　
病
院
事
務
部

長
　
鈴
木
洋
一
）

附属病院：患者待合のソファー入れ替え

木製のやさしい雰囲気・ベッドタイプも

　
２
０
１
８
年
11
月
10
日

（
土
）
11
日（
日
）
に
、
か
が

わ
国
際
会
議
場
サ
ン
ポ
ー
ト

ホ
ー
ル
高
松
に
お
い
て
、
第

12
回
日
本
禁
煙
学
会
学
術
総

会
が
開
催
さ
れ
た
。
生
命
歯

学
部
歯
周
病
学
講
座
の
五
十

嵐
寛
子
講
師
が
、
第
２
回
繁

田
正
子
賞
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
。

発
表
し
た
演
題
は
、「
禁
煙
が

ヒ
ト
歯
根
膜
由
来
血
管
内
皮

細
胞
に
与
え
る
効
果
に
つ
い

て
」。

　
一
般
社
団
法
人

日
本
禁
煙
学
会

は
、
禁
煙
お
よ
び

受
動
喫
煙
防
止
に

関
す
る
学
術
研

究
・
調
査
の
推
進

を
目
的
に
、
当
初

は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と

し
て
２
０
０
６
年

に
設
立
さ
れ
た
。
医
師
、
歯

科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護

師
、
他
の
保
健
・
医
療
関
係

者
だ
け
で
な
く
、
禁
煙
に
関

心
を
持
つ
一
般
の
人
た
ち
に

も
呼
び
か
け
、
禁
煙
お
よ
び

受
動
喫
煙
防
止
を
推
進
す
る

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

「
日
本
禁
煙
学
会
繁
田
正
子

賞
」
は
、
喫
煙
防
止
教
育
や

後
進
の
育
成
に
情
熱
を
捧
げ

た
故
繁
田
正
子
医
師
（
京
都

府
立
医
科
大
学
）
を
記
念
し

て
設
け
ら
れ
た
。

前
号
か
ら
算
用
数
字
で
表
記

　
本
紙
の
紙
面
構
成
は
タ

テ
組
み
の
た
め
、
創
刊
以

来
「
一
、
二
」
と
漢
数
字
を

用
い
て
い
た
。
現
在
は
全
国

紙
な
ど
で
、
記
事
の
文
章
は

「
１
、
２
」
と
算
用
数
字
を

用
い
て
い
る
。
本
紙
も
昨
年

の
６
５
４
号
か
ら
、
原
則
と

し
て
算
用
数
字
で
表
記
す
る

こ
と
に
し
た
。�

新
聞
会

五
十
嵐 

講
師
（
東
京
・
歯
周
）

禁
煙
学
会
最
優
秀
賞

△沼部幸博生命歯学部長、菊池憲一郎学生部長を訪問（東京）▽

レトロ感ただよう九份の町なみ（台湾）

歯科放射線・亀田綾子講師による画像の読影（新潟）

中山医学大学の教授や学生と食事会（台湾）

多摩クリニックでは口腔リハビリを研修（東京） 矯正・長谷川優講師から説明を受ける（新潟） 黒川裕臣クリニック院長の夕食会（新潟）

口腔外科・小林英三郎講師とともに（新潟） GAKUSHOKUランチを満喫（新潟）

世界的に有名な奇美美術館で（台湾） 中山医学大学歯学部の正面玄関（台湾）

新潟・ラブラ万代のどんぐり共和国

表
彰
状
を
手
に
す
る
五
十
嵐
講
師
（
右
）

会
告



日 本 歯 科 大 学 新 聞2019年（平成31年）２月２８日 （４）第６５５号

　
附
属
病
院
矯
正
歯
科
の
小

森
成
教
授
の
最
終
記
念
講
義

は
、
２
０
１
８
年
12
月
13
日

午
後
６
時
よ
り
生
命
歯
学
部

九
段
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。
演
題
は
「
矯
正
歯

科
の
こ
れ
か
ら
」
で
、
口
唇

口
蓋
裂
や
広
範
囲
顔
面
多
発

骨
折
な
ど
に
対
す
る
矯
正
歯

科
の
役
割
に
つ
い
て
講
義
し

た
。
最
終
講
義
が
終
わ
り
、

花
束
が
贈
呈
さ
れ
、
中
原
泉

学
長
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ

た
。

　
小
森
教
授
は
１
９
８
８
年

（
昭
和
63
）
３
月
長
崎
大
学

歯
学
部
卒
業
、
９
２
年
３
月

同
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科

修
了
。
９
４
年
（
平
成
６
）

４
月
本
学
歯
学
部
歯
科
矯
正

学
教
室
助
手
、
９
９
年
４
月

講
師
、
２
０
０
５
年
４
月
附

属
病
院
小
児
・
矯
正
歯
科
に

配
置
換
、
０
７
年
４
月
准
教

授
を
経
て
１
３
年

４
月
教
授
に
就
任

し
た
。

*
　*

　*
　
新
潟
生
命
歯
学

部
小
児
歯
科
学
講

座
の
関
本
恒
夫
教

授
の
最
終
記
念
講

義
は
、
２
０
１
９

年
１
月
30
日
午
後

６
時
15
分
よ
り
新

潟
生
命
歯
学
部
ア

イ
ヴ
イ
ホ
ー
ル
に

お
い
て
開
催
さ

れ
た
。
演
題
は

『Reflection�on�
A
ction

』
で
、
歯
科
医
学
教

育
の
変
遷
に
つ
い
て
述
べ
、

会
場
は
本
学
教
職
員
や
大
学

院
生
、
関
係
者
等
で
溢
れ

た
。
座
長
の
藤
井
一
維
新
潟

生
命
歯
学
部
長
は
、「
関
本

先
生
は
、
歯
科
医
学
教
育
の

第
一
人
者
と
し
て
、
他
大
学

で
も
最
も
有
名
な
先
生
で
あ

る
」
と
紹
介
し
た
。
最
終
講

義
が
終
わ
り
、
花
束
が
贈
呈

さ
れ
、
中
原
泉
学
長
か
ら
記

念
品
が
贈
ら
れ
た
。

　
関
本
教
授
は
１
９
７
５
年

（
昭
和
50
）
３
月
本
学
卒
業

（
第
64
回
卒
）。
同
年
６
月

歯
学
部
小
児
歯
科
学
教
室
助

手
、
１
９
８
５
年
10
月
講

師
、
９
６
年
９
月
新
潟
歯
学

部
小
児
歯
科
学
講
座
に
配

置
換
、
同
年
10
月
助
教
授
、

２
０
０
５
年（
平
成
13
）４
月

新
潟
歯
学
部
附
属
病
院
小
児

歯
科
に
配
置
換
、
０
６
年
４

月
教
授
に
就
任
、
２
０
１
３

年（
平
成
25
）４
月
新
潟
生
命

歯
学
部
小
児
歯
科
学
講
座
教

授
に
配
置
換
。
新
潟
病
院
病

院
長
、
新
潟
生
命
歯
学
部
長

な
ど
を
歴
任
し
た
。

　
中
原
實
名
誉
学
長
の
作
品

が
寄
贈
さ
れ
て
い
る
東
京
都

現
代
美
術
館
（
東
京
・
木

場
）
は
、
諸
設
備
の
改
修
の

た
め
休
館
し
て
い
た
が
、

２
０
１
９
年
３
月
下
旬
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
・
オ
ー
プ
ン
す

る
。
こ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

記
念
し
て
、
企
画
展
「
百
年

の
編
み
手
た
ち

－

流
動
す
る

日
本
の
近
現
代
美
術

－

」
が

開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

同
展
は
、
１
９
１
０
年
代
か

ら
現
在
ま
で
の
百
年
に
わ
た

る
日
本
の
美
術
に
つ
い
て
、

独
自
の
創
作
を
展
開
し
た
作

家
た
ち
の
作
品
を
紹
介
す

る
。

　
日
本
に
洋
画
が
根
付
い
た

大
正
時
代
か
ら
現
在
ま
で
、

美
術
家
た
ち
は
そ
の
時
々
の

課
題
と
向
き
合
い
、「
日
本

の
美
術
の
あ
り
よ
う
」
を
め

ぐ
っ
て
批
評
的
に
制
作
し
て

き
た
と
い
う
。
同
展
の
企
画

趣
旨
で
は
、
わ
が
国
の
近
現

代
美
術
史
の
な
か
に
点
在
す

る
重
要
な
作
品
群
を
総
覧
す

る
こ
と
で
、
百
年
に
わ
た
る

歴
史
の
一
側
面
が
明
ら
か
に

な
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
東
京
都
現
代
美
術
館
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
厳
選

さ
れ
た
日
本
の
近
現
代
美
術

を
代
表
す
る
作
品
と
し
て
、

岸
田
劉
生
「
椿
君
に
贈
る

自
画
像
」、
中
原
實
「
杉
の

子
」、
横
尾
忠
則
「
腰
巻
お

仙
な
ど
多
数
の
作
品
が
出
展

さ
れ
て
い
る
。

　
会
期
は
、
３
月
２
９
日

︵
金
︶～
６
月
１
６
日︵
日
︶

第３期
歯の細胞バンク認定医講習会

スタンプを利用するには、お手持ちのスマートフォンにLINEアプリのインストールが必要になります。
LINEをお持ちでない方は、アプリストアよりダウンロードしてご利用ください。

パルプンくん

パルフィーくん

Ver.02
（あいさつ編）

Ver.01
（季節編）

QRコードを読みとってね! ここからスタンプゲット!

LINEスタンプはじめました!

時 間⃝13:00～15:00
会 場⃝日本歯科大学 生命歯学部（東京・飯田橋） 
費 用⃝無 料（いずれか1回受講してください） 
申 込⃝歯の細胞バンクホームページよりお申込みください➡

2019年
第13回  7月28日（日）
第14回 11月24日（日）

お申込みはこちら

 

２０１９年

第１回　 ５月 １９日 （日）

第２回　 ５月    ２３日 （木）

第３回　 １２月   ８日 （日） 

第４回　 １２月１９日 （木）

第１期 歯の細胞バンク

お申込みはこちらお申込みはこちら

コーディネーター講習会

『歯の細胞バンク コーディネーター』とは、
将来の再生医療にもちいる歯の細胞を保管する 「歯の細胞バンク」 について、
患者さんにわかりやすく説明し、  細胞を預ける同意をいただくことで、  歯の細胞
バンク認定医のサポートを行います。
　説明 ・ 同意から患者さんに寄り添うことで、 「歯の細胞バンク」 をつうじた未来
の医療に貢献することができます。

対　 象  ：     歯科衛生士、 歯科技工士

時　 間  ：   （  日  ）   １３：００～    １５： ００

　　　　　    （  木  ）   １８：００～   ２０  ：００

会　 場  ： 日本歯科大学 生命歯学部 （東京・ 飯田橋）

費　 用  ： 無　料 （いずれか１回受講ください）

申　 込  ： QRコードよりお申込みください

         https://goo.gl/forms/wDwUORq9QQJYane02

問合せ    ： 03-3261-8626 （歯の細胞バンク事務局）

　
歯
の
細
胞
バ
ン
ク
で
は
、

本
年
は
左
記
の
日
程
で
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
認
定

医
の
講
習
会
を
開
催
す
る
。

「
歯
の
細
胞
バ
ン
ク
・
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
の
認
定
資

　
生
命
歯
学
部
歯
科
補
綴
学

第
一
講
座
の
志
賀
博
教
授

格
は
、
本
学
の
認
定
医
が
在

籍
す
る
医
療
機
関
に
勤
務
す

る
歯
科
衛
生
士
と
歯
科
技
工

士
。
資
格
取
得
後
は
、
歯
の

細
胞
バ
ン
ク
に
つ
い
て
の
患

者
さ
ん
へ
の
説
明
と
同
意
、

抜
去
歯
の
移
送
作
業
な
ど
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　
ま
た
本
年
の
認
定
医
講
習

会
か
ら
、
歯
科
医
師
の
ほ
か

医
師
も
受
講
で
き
る
。

歯
の
細
胞
バ
ン
ク
認
定
医
講
習
会

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
認
定
医
を
求
む

田
村
教
授（
東
京
・
口
腔
リ
ハ
ビ
リ

）

　
中
医
協
の
専
門
委
員
に
就
任

　
口
腔
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
多
摩
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
田
村
文
誉
教
授
は
、
本

年
３
月
１
日
付
で
、
中
央
社

会
保
険
医
療
協
議
会
（
中
医

協
）
の
専
門
委
員
に
就
任
し

た
。

　
中
医
協
は
、
健
康
保
険
、

船
員
保
険
、
国
民
健
康
保
険

者
、
被
保
険
者
等
を
代
表
す

る
支
払
側
委
員
と
、
医
師
、

歯
科
医
師
、
薬
剤
師
を
代
表

す
る
診
療
側
委
員
が
保
険
契

約
の
当
事
者
と
し
て
協
議

し
、
両
者
を
調
整
す
る
公
益

委
員
の
三
者
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。

　
専
門
事
項
を
審
議
す
る
必

要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
は
、
10
名
以
内
の
専
門

委
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
、

田
村
教
授
は
歯
科
の
代
表
と

し
て
専
門
委
員
に
就
任
し

た
。
任
期
は
２
年
。

　
生
命
歯
学
部
高
齢
者
歯

科
学
・
附
属
病
院
総
合
診

療
科
の
羽
村
章
教
授
は
、

２
０
１
８
年
６
月
、
一
般
社

団
法
人
日
本
歯
学
系
学
会
協

議
会
理
事
長
に
就
任
し
た
。

　
２
０
０
３
年
（
平
成
15
）

９
月
に
設
立
さ
れ
た
同
協
議

会
の
会
員
は
81
学
会
で
、
日

本
の
歯
学
系
学
会
の
ほ
ぼ
全

て
を
包
含
し
て
い
る
。
同
協

議
会
は
、
加
盟
各
学
会
の
連

携
と
協
力
に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
、
他
の
学
問
領
域
と
の
連

携
の
見
直
し
、
歯
学
部
の
再

編
・
統
合
な
ど
、
学
術
研
究

に
関
す
る
諸
問
題
に
対
し
て

必
要
な
提
言
を
行
っ
て
い

る
。
日
本
学
術
会
議
に
お
け

る
審
議
等
に
も
積
極
的
に
協

力
す
る
こ
と
で
、
歯
学
の
学

術
研
究
の
推
進
と
普
及
を
図

る
こ
と
等
を
目
的
と
し
て
い

る
。

羽
村
教
授（
東
京
・
高
齢
者
）

　
日
本
歯
学
系
学
会
協
議
会

　
　
　
　
　
理
事
長
に
就
任

永
山
正
人
先
生（
北
海
道
）

　
日
本
医
業
経
営

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
理
事
長

　
本
学
客
員
教
授
の
永
山
正

人
先
生
（
札
幌
市
・
第
64
回

卒
）
は
、
昨
年
６
月
公
益
社

団
法
人
日
本
医
業
経
営
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
協
会
の
会
長
に

就
任
し
た
。

　
同
協
会
は
、
医
療
・
保
健
・

介
護
・
福
祉
に
関
す
る
調
査

研
究
等
を
行
い
、
医
業
経
営

に
係
わ
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
資
質
の
向
上
を
図
る
こ
と

な
ど
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
。

　
永
山
先
生
は
、
日
本
歯
科

医
療
管
理
学
会
会
長
等
を

歴
任
し
、『
歯
科
医
療
経
営

論
』
な
ど
医
業
経
営
に
関
す

る
著
書
多
数
。

は
、
本
年
１
月
、
特
定
非
営

利
法
人
日
本
咀
嚼
学
会
理
事

長
に
就
任
し
た
。

　
日
本
咀
嚼
学
会
は
、
咀
嚼

シ
ス
テ
ム
と
全
身
機
能
と
の

関
連
を
明
ら
か
に
し
、
21
世

紀
の
長
寿
社
会
に
お
け
る
保

健
、
医
療
、
福
祉
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ

最
終
記
念
講
義

小
森
教
授
（
東
京
病
院

矯
正
歯
科
）

関
本
教
授
（
新
　
　
潟

小
児
歯
科
）

志
賀
教
授（
東
京
・
補
綴
Ⅰ
）

　
日
本
咀
嚼
学
会
理
事
長
に

大勢の同門会員、学生たちと記念撮影する小森教授（前列中央）

中原實：杉の子、167×135㎝、油彩、1947年

記念講義日に誕生日を迎え、花束を手にする関本教授（後列中央）

中原学長から小森教授（左）に
記念品が贈呈された

関本教授に花束を贈る
黒木淳子准教授（右）

 東京都現代美術館リニューアルオープン

中原實名誉学長の絵画を展示
●３月29日～６月16日●東京都美術館(東京都江東区三好)●

企画展：百年の編み手たち
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